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１．入試の傾向について

鹿野利春先生（以下，敬称略）：まずは，私から

情報入試問題の傾向について，サンプル問題（令和

３年３月２４日公開）と試作問題（令和４年１１月９

日公開）の比較からわかることを申し上げます。

「（１）情報社会の問題解決」について，サンプ

ル問題では，問題の発見・解決そのものの問題は

なく，問題文が問題の発見・解決の流れに沿った

ものとして出題されました。これが試作問題にな

ると，そのものを問うような形，ただし，穴埋め

で知識を問うのではなく，思考力が必要なものに

なってきたというのが特徴です。

「（２）コミュニケーションと情報デザイン」に

ついて，サンプル問題では論理的な図やデジタル

化が出題されました。デジタル化については，括

弧の中に知識を入れていくところもありました

が，試作問題では何を基準にその図が整理されて

いるかが出題されました。情報デザインと問題の

発見・解決を融合した問題も出題され，今後はよ

り深い思考力を求められる問題が出題されるかも

しれません。

「（３）コンピュータとプログラミング」につい

て，サンプル問題では選挙をテーマに公共との連

携という科目間の連携を示した出題がされまし

た。試作問題では関数も出題され，これで要素は

出揃ったと思われます。また，Scratch，VBA，

Python，JavaScript，フローチャートとの対照も

あり，どの言語で勉強しても大丈夫だよというメ

ッセージが発信されたと思います。ただし，問題

文が長いので，早く文章を読む力や内容を論理的

に理解する力がなければ，たとえプログラミング

ができても正解にたどり着けないかもしれませ

ん。これは全教科・科目で言語能力を重視してい

ますので情報科に限った問題ではありません。

「（４）情報通信ネットワークとデータの活用」

について，サンプル問題ではサッカーをテーマに

散布図行列が出題され，単回帰から予測値を計算

させるなど，統計指標，散布図から考えさせる問

題が出題されました。試作問題では中学校で学習

した四分位数が出題され，それと散布図を合わせ

て考えなさいという形でした。つまり，中学校の

学習項目も範囲に入っていますよというメッセー

ジだと思います。また，外れ値についての理解も

必要です。相関の解釈についても出題されまし

た。

試作問題の参考問題では，月ごとの変動の特徴

を読み取れるかを問う時系列データの出題，移動

平均の出題など，実践的なデータ分析を行ってい

ないと難しい問題も出題されました。このあたり

は，情報の時間だけでなく，総合的な探究の時間

などで，実際の分析対象にあたってデータ分析を

すると有利かもしれません。ほかにも，データを

nケ月ずらした相関の問題，散布図，相関行列の

問題など，データの活用などが出題され，学習指

導要領にはない用語や概念でも十分な説明があれ

ば，出題可能ということを示したのだと思われます。

２．試作問題の感想・指導について（問題の発見・解決）

鹿野：次に，皆さんに試作問題についての感想を

お聞きします。まず，「（１）情報社会の問題解決」

についてお願いします。

北野堅司先生（以下，敬称略）：これまで情報�
である程度やっていた分野なので，生徒も大きな

問題は感じていないようです。

髙野将弘先生（以下，敬称略）：この分野は生徒
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に身近な内容が多いので，それらといかに結びつ

けて考えを深められるかを念頭に授業していま

す。

鈴木淳子先生（以下，敬称略）：毎回の授業で「情

報ニュースコーナー」として，新聞記事などから

情報社会・情報技術に関するニュースを紹介して

います。例えば，HDDの不正転売による個人情

報の流出や誹謗中傷といった比較的生徒に身近な

ニュースから，デジタル課税，サイバーテロなど

世界規模のニュースまで，まさに「情報社会の問

題」について，教科書を読んで終わらせるのでは

なく，考える力をつけ，今世の中で実際に起きて

いることにアンテナを立ててほしいと思い，取り

組んでいます。

３．試作問題の感想・指導について（情報デザイン）

鹿野：次に「（２）コミュニケーションと情報デザ

イン」についてお伺いできますか。

北野：探究活動でも使えるよう，ポスターセッシ

ョンやレポートの書き方については，実際に先輩

が作ったものや大学でのまとめ方などを紹介しな

がら授業をしています。

髙野：身の回りの情報デザインをより良くするた
めにどうすればよいかという視点を養うため，プ

ロダクト制作側の立場に立って学習ができるよう

な授業を実施しています。具体的には，LINEス

タンプを取り上げ，色覚バリアフリーが不十分で

ないか，フォントを改善できないかといった問題

点を発見し，より良いものにするためのヒントを

得てから，自身でスタンプを作成し，生徒同士で

プレゼン・レビューし合うという授業を３学期に

実施しています。

鈴木：「図解化をしてみよう」ということで，一

段落ぐらいの，ある程度の長さの文章を与え，そ

れを図解化する授業を行っています。まず，文章

を構造化してポイントを抜き出し，どこが大事な

のか，何を伝えたいのかを考え書き出させた上

で，ピラミッドや循環などの図を使って図解させ

ます。

鹿野：論理的な構造を掴めるようになると他教

科・科目でも問題を解きやすくなるので非常によ

いですね。皆さんがおっしゃったように，コミュ

ニケーションを円滑に行うための情報デザインで

すので，ベースとしてコミュニケーションを押さ

えておくのが入試対策として必要ですし，情報デ

ザインを使いこなしていく上でも重要と思いま

す。

４．試作問題の感想・指導について（プログラミング）

鹿野：「（３）コンピュータとプログラミング」は，

今まさに授業されているかもしれませんね。どの

ような授業をされているかお伺いできますか。

北野：プログラミングは３学期に扱うので，今

（１２月）はデータの活用が終わったところです。

確率的モデルや確定的モデルのシミュレーション

をExcelで行いました。３学期のプログラミング

の授業はあまり時間がないので，プログラムを作

成する実習がメインになると思います。よく使う

プログラムは小テストで数をこなしてみようと考

えています。考え方があってこそ，次のステップ，

応用へと進められるので，小テストで鍛えていこ

うと思っています。

髙野：本校ではプログラミングは終わっています
が，授業ではアルゴリズムをしっかり考えた上で

の結果がプログラミングなんだと生徒が意識でき

るよう配慮しました。教科書などに記述されてい

るものを丸写しするだけのいわゆる写経はさせ

ず，自分で考えてプログラムさせるようにしまし

た。生徒によって学習速度や理解度に差が出たの

で，早い生徒には演習問題を与えたり，どんどん

解ける環境を作ったりしました。授業内で理解で

きなかった生徒には動画教材を併用することで，

反転学習的に学習を進められるようにしました。

鹿野：反転学習に使うのに適当なものがあれば，

外部の教材を使うことも有効ですね。

髙野：私もゼロから作ってみたことがあります
が，動画作成は非常に時間と労力がかかるので，

良いコンテンツがあれば，YouTubeでも積極的

に使うことは有効だと感じています。

鹿野：外部教材も併用しながら，生徒たちが個々

のスピードで学んでいけるような形を先生は実現

されているのですね。鈴木先生はいかがですか。
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鈴木：プログラミングは今まさに授業していると

ころです。今年は「読み解いて実装する」という

形でうまく授業を進められています。例えば，ま

ずPythonで約数を表示するプログラムのプリン

トを見せ，「何をするプログラムか？」というこ

とを考えさせます。隣の生徒とのペアワークで，

指で一行ずつプログラムを追っていき，何が入力

されたら何が出力されるかを表に書き出しながら

相談して考えなさいと。「約数を表示するプログ

ラム」だとわかったところで，パソコン上にあら

かじめ教員が用意しておいた，約数表示プログラ

ムを実行させ，入出力を確認させる。その後，「プ

ログラムの一部分を実際に書き直して，約数の和

を表示できるようにしてみよう」と問いかける。

このように，ゼロからプログラムを打ち込むので

はなく，読み解き，理解した上で何行か書き換え

て実装していくという形を取りました。また，ペ

アプログラミングもどき，ということで，隣の生

徒同士が２人同時に出来上がらないと次に進めな

いと決め，エラーの対応など教え合いながら進め

させるようにすると良いベースで授業ができまし

た。大事にしたことは，基本をしっかり身につけ

させることです。例えば，数え上げはループを回

す，最大値を求めるときは１回値をおいてから更

新していく，など定石をしっかり理解させると，

あとはその組み合わせなので，まずは基本を身に

つけさせられる題材をと意識して準備をしまし

た。また，プリントではPythonとDNCLを横並

びにしました。DNCLにも慣れますし，L字型の

記号で制御構造がわかりやすいので，DNCLが

Pythonを読み解く手がかりになります。

鹿野：DNCLで書かれたものが，Pythonを理解す

るためのガイドの役割になるということですか。

鈴木：そうですね。英訳のような感じになりま

す。言語は何を使ってもよいと思いますが，

PythonとDNCLを並べると，各行がきれいに一

対一対応をするので理解しやすいと思います。愛

知の高情研ではデータを全てシェアしていますの

でよければ使ってみてください。

鹿野：愛知県と言わず，ぜひ全国の先生方に供給

していただきたいですね（笑）。

５．試作問題の感想・指導について（データの活用）

鹿野：「（４）情報通信ネットワークとデータの活

用」についてお伺いできますか。

北野：本校ではt検定まで教えています。生徒に

いくつかデータを体験させましたが，一番困った

のは教材が少ないことです。分析用に作られた少

し現実離れしたデータを扱わざるを得ないところ

に違和感があります。扱う言葉も難しいですね。

検定での言葉の使い方は，高校１年生では難しい

部分があると思いました。ただ，２年生の探究の

時間に検定を使ってみようという声が生徒から上

がっているので，そこはやってよかったです。

髙野：本校はSSH指定校で，１年生にSS課題研究
基礎という授業があります。実験・分析して結果

を論文にまとめて発表するという活動ですが，情

報科と親和性が高いのでコラボしています。生徒

自身が実験で作り出した生のデータを情報科で分

析するという研究授業です。授業ではデータ分析

の内容を一時期しか扱えませんが，他の授業で，

例えば体育の時間に心拍数とタイムの分析のレポ

ートを作るときに，生徒が活用してくれました。

もっと早くやっていれば他教科でも使えたかな

と，来年度は１学期に入れたいと思っています。

鹿野：１学期に入れて大丈夫ですか？（笑）

髙野：たしかに難しいですが，早い段階から分析
スキルをツールとして持っていると，生徒自身で

何度も活用していくので，自然と問題解決スキル

の向上に繋がっていくのではないかと思います。

鈴木：本校も，課題研究というSSHの授業で化学

実験をしたデータを使い，情報の授業でt検定を

行いました。この授業を通し，やはり定石をしっ

かりと身につけた上で実際のデータをどう扱うか

に繋げてくことが大事だと思いました。

６．学校全体の取り組みについて

鹿野：学校全体としての取り組みがありましたら

教えていただけますか。

北野：学内の委員会で大きな方針を決めていま

す。情報科の担当は今のところ検定です。

髙野：本校では生徒全員がiPadを持っているの
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で，iPadを使って様々な問題解決や分析ができる

という点で，結果的に全教科と横断的な授業がで

きていると思います。とくに理科や体育などSSH

系の教科でそういった分析をすることが多いで

す。早く情報科で分析を教えてよというオファー

がきている状況です（笑）。数学との連携も比較

的協力的にやっています。統計を情報科が先にや

って，より詳しくなる段階で数学科にお渡しする

ような形です。

鈴木：次年度に向け，本校では文理問わず，デー

タ分析に力を入れたいと考えています。数学・理

科との連携はすでに行っていますが，データ分析

の結果を英語でレポートにまとめられないかとい

う話も出ています。

鹿野：英語でデータ分析をまとめるとなれば，統

計用語も英語ですよね。高校段階でそれをやる

と，大学に入ってから非常に役立ちますね。

７．情報�について

鹿野：情報�について，また受験に向けての指導
体制について，お聞かせいただけますか。

北野：情報�については実施の可能性は低いと思
います。現状では１年生で情報�を２単位やって
いますが，２年生３年生でどのように，補習や夏

期講習，選択科目で補充するか考えているところ

です。また人的な問題ですが，本校は一学年８ク

ラスで，これを１人で担当しています。情報科の

先生をもう１人入れられるかというと厳しいのが

現実です。

鹿野：８クラス分の質問が全て北野先生に集中す

るということですか？ なにか対策はあります

か？

北野：オンライン教材の活用を考えています。大

阪府では一人一台Chromebookが配られているの

で，小テストをたくさん作って，いつでもどの学

年でも受けられるように用意もしています。た

だ，その元となる問題がないのと，生徒自身がど

のレベルまで自分を鍛えればどのぐらいの点数が

取れるという目算がないことが問題です。模試が

始まり，受験産業からのデータが充実しないと確

実な指導は難しいと思います。

髙野：本校も情報�の導入は厳しいのが現状で
す。来年の春頃に今の１年生のカリキュラムを最

終決定するので，学校設定科目として一単位で入

れられるよう動いています。３年に授業を入れら

れたとしても，夏期講習は必須と思っています。

情報科は私１人ですから，オンライン体制で実施

する予定です。ただ，全てを１人でやるのではな

く，埼玉県の情報の先生方とお話しして，学校を

越えて先生同士で協力し，分野を決めて夏期講習

を担当していくという計画を立てているところで

す。

鈴木：本校も情報�は入る余地がないという感じ
です。補習を行うか，時間があれば情報Iの中で，

情報�の内容を発展的な内容として扱っていきた
いと考えています。

鹿野：埼玉県のように連携が取れるところで分担

してオンラインで進めるのも一つのやり方です

ね。

８．読者の先生方へのメッセージ

鹿野：最後に，読者の先生方に一言お願いしま

す。

北野：情報の入試について世の中の意識は高まっ

てきていると思います。１回目の共通テストを越

えれば大きく進展が望めると思いますので，もう

ひと踏ん張り，皆さん頑張りましょう。

髙野：情報科は他教科と親和性の高い教科だと思
います。他教科の先生と学校の中で積極的に関わ

り，他校の先生とも横の繋がりを持つことで新し

い発見がありました。全国高等学校情報教育研究

会では，様々な取り組みをされている先生のお話

を聞くこともできましたので，繋がるって本当に

大事だと感じています。お互い助け合って，一緒

に情報教育を盛り上げていければと思います。

鈴木：今回の試作問題を見て，これまで生徒の思

考力を伸ばすために信じてやってきたことが間違

ってなかったと感じました。入試になったことで

戸惑って目的を見失わないよう，皆さん，一緒に

信じるところを進んでいきましょう。

鹿野：皆さん，本日はありがとうございました。


